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島根おおちトピックス

　

島
根
お
お
ち
集
落
営
農
活
性
化
研
修
会
が
、
邑
南

町
田
所
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
集
落
営
農
組
織

や
関
係
者
ら
約
１
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
情
報
提
供
と
し
て
「
放
牧
支
援
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員 

坂
本
真
実

氏
よ
り
お
話
が
あ
り
、そ
の
後「
平
成
29
年
度
集
落
放
牧
事
業
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
島
根
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
主
任
技
師 

山
根
尚
氏
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
㈱
中
国
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
取
締
役 

中
村
達
也
氏

に
「
無
人
ヘ
リ
防
除
に
つ
い
て
」
と
題
し
、発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
見
た
地
方
再
生
」
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
ト
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

農
村
研
究
所
代
表
理
事 

徳
野
貞
雄
氏
よ
り
基
調
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
機
会
に
集
落
営
農
が
新
た
な
取
り
組
み
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
総
会
が
、

部
会
員
関
係
者
含
め
約
80
名
の
参
加
の
も
と
邑
南

町
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
10
ａ
あ
た
り
収
量
が
優
秀
な
生
産
者

の
表
彰
や
28
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
書
の
承
認
、
29
年
度
の
計
画

の
承
認
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
研
修
会
で
は
、
主
要
３
市
場
と
仲
卸
の
担
当
者
か
ら
情
勢
報

告
と
消
費
者
動
向
と
し
て
、
太
い
ね
ぎ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

規
格
に
沿
っ
た
揃
い
の
良
い
ね
ぎ
の
出
荷
と
、
長
雨
曇
天
な
ど
気
象

条
件
の
変
動
に
負
け
ず
安
定
し
た
出
荷
量
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
で
は
平
成
15
年
の
20
ｈ
ａ
が
現
在
半
減

し
て
い
る
状
況
か
ら
白
ね
ぎ
産
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

部
会
と
行
政
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 18

3月

22
3月

島
根
お
お
ち
集
落
営
農
活
性
化
研
修
会

平
成
28
年
度
島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
総
会

　

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
、
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
、
青

年
連
盟
、
女
性
部
主
催
に
よ
る
「
平
成
28
年
度
地
域
農
政

研
修
会
」
が
、
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
関
係
者
含
め

１
５
０
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
近
隣
の

石
見
銀
山
、
い
わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
よ
り
、
農
政
会
議
役
員
と

地
区
本
部
役
職
員
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、参
議
院
議
員  

藤
木
眞
也
氏
（
元
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
組
合
長
）

に
よ
り
「
国
政
報
告
」
と
し
て
農
業
情
勢
に
関
わ
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
で
は
藤
木
眞
也
夫
人
の
陽
子
氏

よ
り
「
人
生
は
楽
し
く
、
愉
快
に
…
農
家
と
し
て
母
と
し
て
」
と
題
し
、
議

員
の
夫
人
と
し
て
、
畜
産
＋
水
稲
の
農
家
に
嫁
が
れ
て
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
お
話
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
興
味
深
く
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
農
政
研
修
会

24
3月
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島根おおちトピックス

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部

は
、
邑
南
町
で
開
催
さ
れ
た

第
68
回
邑
智
郡
駅
伝
競
走
大
会
の
職
場
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

田
所
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
６
区
間
・

19
・
６
キ
ロ
を
６
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
き

り
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
７
チ
ー
ム
中

７
位
の
成
績
で
し
た
。
練
習
不
足
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
沿
道

か
ら
多
く
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応

援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

26
3月

第
68
回
邑
智
駅
伝
競
走
大
会

　

島
根
お
お
ち
花
き
部
会
し
き
の
会
は
、
美
郷
町
都
賀
保
育
所
で
、
卒

園
式
に
両
親
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
の
花
束
づ
く
り
を
園
児
た
ち
と

一
緒
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
会
の
会
員
で
生
産
者
の
難
波
豊
典
さ
ん
と
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

の
田
村
五
十
鈴
さ
ん
を
講
師
に
招
き
行
な
わ
れ
、
花
束
は
、
難
波
さ
ん
が
育
て
ら
れ
た

ス
ト
ッ
ク
を
主
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
ー
チ
ス
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

の
５
種
類
で
作
り
、
園
児
ら
は
葉
を
取
り
、
茎
を
揃
え
る
な
ど
指
導
を
受
け
な
が
ら
花

束
を
作
り
ま
し
た
。

　

花
束
は
、
卒
園
式
当
日
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
保
護
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
き
の
会
は
、
地
元
で
栽
培
し
た
花
を
提
供
し
て
花
束
作
り
を
通
じ
、
花
育
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

花
束
づ
く
り

24
3月
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島根おおちトピックス

　
「
女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ
」
は
、

第
6
回
講
座
と
し
て
浜
田
市
「
き

ん
た
農
園
ベ
リ
ー
ネ
」
へ
イ
チ
ゴ

狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
も
良
く
絶
好
の
遠
足
び
よ
り
と
な
り
、
遠
足
と
言

う
事
で
学
生
た
ち
の
お
子
さ
ん
た
ち
の
参
加
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
総
勢
22
名
が
バ
ス
に
乗
っ
て
わ
い
わ
い

と
に
ぎ
や
か
に
出
か
け
ま
し
た
。
農
園
で
は
イ
チ
ゴ

狩
り
の
注
意
事
項
を
聞
い
た
後
、
み
ん
な
で
ハ
ウ
ス

に
入
り
、
品
種
ご
と
に
植
え
て
あ
る
イ
チ
ゴ
を
味
比

べ
を
し
た
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
受
粉
を
し
て
い
る
様
子

が
見
れ
た
り
と
短
い
時
間
で
し
た
が
春
の
陽
気
を
感

じ
な
が
ら
楽
し
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、
今
年
度
最

後
の
講
座
と
し
て
修
学
旅
行
に
出

掛
け
ま
し
た
。
当
日
は
19
名
の
参

加
が
あ
り
、「
き
ん
た
農
園
ベ
リ
ー

ネ
」
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
し
た
後
、「
き
ん
た
の
里
」

で
お
別
れ
会
を
兼
ね
て
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
昼

食
ま
で
の
時
間
、
お
の
お
の
入
浴
を
し
た
り
、
休
憩

室
で
く
つ
ろ
い
だ
り
と
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
昼
食
に
は
一
年
間
の
講
座
で
楽
し
か
っ
た
事
、

大
変
だ
っ
た
事
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
中
に
は

「
ま
た
来
年
度
も
参
加
す
る
よ
」
と
の
声
も
あ
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
帰
途
に
つ
き
無
事
に
一
年
間

を
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

18
3月

22
3月

女
子
大
学
６
期
生 

第
６
回
講
座「
イ
チ
ゴ
狩
り
」

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
10
回
講
座
開
催

氏　　　名
玉　川　清　志 金融共済部　旅行センター　臨時職員 依願退職
田　澤　美恵子 金融共済部　企画推進課　臨時職員 依願退職
浜　田　敏　喜 生活部　自動車燃料課　石見自動車燃料センター　臨時職員 依願退職

【おわびと訂正】
　広報誌「JA しまねびより」3 月号 6 ページ「地区本部トピックス」菌床しいたけレシピコンテストの主催と共催
について誤りがあります。
誤：共催：菌床しいたけ生産者組合・邑南町・島根おおち地区本部
正：主催：島根おおち菌床しいたけ生産組合
　　共催：邑智郡農林業振興協議会生産流通部会菌床しいたけ分科会
　　　　　（島根県農業協同組合島根おおち地区本部、島根県西部農林振興センター県央事務所
　　　　　邑智郡森林組合、川本町、美郷町、邑南町）

おわびして訂正いたします。

人事異動のお知らせ 平成29年3月31日付退職
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島根おおちトピックス

　

Ｊ
Ａ
共
済
と
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
は
、
中
学
校
へ
入
学
す
る
新

入
生
を
対
象
に
通
学
時
の
交
通
安

全
・
事
故
防
止
の
た
め
に
交
通
安
全
資
材
と
し
て

夜
行
反
射
タ
ス
キ
と
自
転
車
用
夜
行
反
射
テ
ー

プ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
大
和
中
学
校
に
お
い
て
寄

贈
式
が
行
な
わ
れ
、
小
西
圭
二
副
本
部
長
が
「
新

入
生
が
安
心
・
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
反
射
材
を
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
趣
意
書
・
目
録
が
大
和
中
学
校
藤
井

新
治
校
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
の
７
つ
の
中
学
校
に
は
、
各
支
店
を
通
じ

２
２
５
本
の
反
射
材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

金
融
共
済
部
は
、
田
所
公
民

館
に
お
い
て
29
年
度
の
金
融
共
済
事
業
の
進
発

式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
事
業
方
針
と
重
点
実
施
事
項
の
説

明
を
行
な
い
、
金
融
課
・
共
済
課
・
企
画
推
進

課
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
取
り
組
み
、
目
標
数

値
の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
支
店
ご

と
の
自
主
目
標
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
・
支
店
美
化
と
い
っ
た
支

店
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

29
年
度
も
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
「
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
」
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

管
内
中
学
校
へ
交
通
安
全
用
反
射
材
を
寄
贈

29
年
度
金
融
共
済
事
業
進
発
式

28
3月

1
4月

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 102 1,167,480 591,840 795,875
ヌキ 141 1,048,680 548,640 890,089
合計 243 1,167,480 548,640 850,542

島根おおち
メス 11 937,440 722,520 822,764
ヌキ 15 1,022,760 702,000 899,640
合計 26 1,022,760 702,000 867,115

瑞 穂
メス 4 937,440 773,280 854,010
ヌキ 4 1,022,760 805,680 886,410
合計 8 1,022,760 773,280 874,800

羽 須 美
メス 1 911,520 911,520 911,520
ヌキ     
合計 1 911,520 911520 911,520

石 見
メス 1 748,440 748,440 748,440
ヌキ     
合計 1 748,440 748,440 748,440

川 本
メス 4 874,800 767,880 812,970
ヌキ 1 878,040 878,040 878,040
合計 5 878,040 767,880 825,984

邑 智
メス 1 722,520 722,520 722,520
ヌキ 10 966,600 702,000 907,092
合計 11 966,600 702,000 890,313

大 和
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

桜 江
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

県外移出率

35.28%合計27.47%去勢雌 45.51%

隠岐・西部 “もちあい”・
中央 “弱含み”

　本県 3 月の子牛市場は、平均価格は、中央市場
は 850,542 円で “弱含み”の取引となりました。
　中央市場の上場牛においては、発育・体積に富
むものが多くみられたものの、全体的にはやや発
育状況にバラツキがみられました。

平成29年3月子牛市場成績表
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農 だ よ り営

●育苗管理

●田植え
苗箱処理剤の使用について

●水管理
・田植え後は、活着するまでの概ね１週間は水深３～５cm の水管理を行い、低温から苗を保護しましょう。
・気温、水温が高い場合は、徒長する恐れがあるため水深２cm 程度の水管理を行って下さい。
・活着後は、水深２cm 程度の水管理を行い「分げつ」を促します。また、田の水の入れ替えは気温と水温の温度差がな

くなる早朝か夕方に行って下さい。（日中は保温のため水の出入りを止める）

●除草剤
【注意！】除草剤散布後は環境に配慮し７日間は落水・かけ流しは行わないで下さい。
使用時期・使用量を守り、雑草発生前からの防除を心がけましょう。

水稲の管理について

※ JA 育苗センターの苗については、「ルーチンエキスパート箱粒剤」が使用されておりますのでそのまま植えて下さい。
※「ルーチンエキスパート箱粒剤」は粒形が小さいので使用の際には薬剤の量に充分注意して下さい。
※ハーブ米およびつや姫は「ルーチンエキスパート箱粒剤」のみ使用可能。

※ハーブ米およびつや姫は「キマリテ」の粒剤・フロアブル・ジャンボのみ使用可能。

育苗段階 管理温度 管理のポイント

緑化期 昼間 20 ～ 25℃
夜間 15 ～ 18℃

・緑化初期は直射日光を避けるため、育苗シートや黒い寒冷しゃ等で遮光し、２～３日間弱
光下で緑化させます。

・草丈３～４cm 程度で除覆します。除覆の時期が遅れると腰高になり徒長苗の原因となり
ます。

硬化期
（初～中期）

昼間 20 ～ 25℃
夜間 10 ～ 15℃

・緑化終了後、約 10 ～ 14 日間管理します。
・高温が予想される時はトンネルを剥いだり、ハウスのサイドを開けるなどの対処をして下

さい。また、低温が予想される場合は、保温に努めるとともに、やや乾燥気味に管理し
水分過多にならないようにして下さい。

硬化期
（後期） 自然温度下で生育 ・本葉２枚目が出始めたら徐々に外気温に慣らし、植え付け前は昼夜ともハウスを開け放ち

自然温度下で生育させる。（ 降霜には注意しましょう ）

田植時処理剤 使用時期 使用量 ポイント
ルーチンエキスパート箱粒剤 播種時～移植当日 50g ／箱 害虫・いもち病・紋枯れ病に登録あり
デジタルコラトップアクタラ箱粒剤 移植 3 日前～移植当日 50g ／箱 害虫・いもち病に登録あり

田植え時の注意点
◎低温時の田植えは避ける！	 →活着が悪く生育が遅れます。また、水温が低いと除草剤の効きが悪くなります。
◎植え付け本数を適正に！	 →１株当たりの植付け本数は３～４本を基本とします。
◎植え付けの深さを２～３㎝に！	→深植えは活着が遅れ、分げつに影響します。
	 　また、極端な浅植えは除草剤による薬害や、倒伏にも弱くなります。

農　薬　名 使用時期 特　徴

ピラクロンフロアブル
植代後～移植７日前または、
移植直後～ノビエ 1.5 葉期
ただし移植後 30 日まで

【注意！】代掻き時も使用可能ですが、
　　　　使用後は７日間田植えが出来ません！

バッチリ１キロ粒剤 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30 日まで

田植え同時で使用可能。幅広い雑草に効果があり、温度に
よる効果の変動が少ない。

カチボシ１キロ粒剤 51 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30 日まで

田植え同時で使用可能。ノビエに対して長期残効性を有し、
抵抗性ホタルイ・コナギや多年生雑草にも効果がある。

キマリテ１キロ粒剤 移植時～ノビエ 3. 葉期
ただし移植後 30 日まで

移植直後から使用可能。ノビエに対して長期残効性を有し、
抵抗性ホタルイ・コナギや多年生雑草にも効果がある。

シリウスエグザ１キロ粒剤 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30 日まで

田植え同時で使用可能。散布時は粒が小さいので撒き過ぎ
に注意！

イネキングジャンボ 移植後１日～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30 日まで

使用の際は、「移植後１日～」に注意！
幅広い雑草に効果がある。
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農 だ よ り営

圃場準備
●堆肥・ミネラル G・重焼燐を施用し、「ひっぱりくん」で定植しやすいよう、細かく砕土して畦幅 110 ～ 150cm で深

さ５～ 10 ｃｍ程度の植溝を作り、過リン酸石灰を施します。コガネムシ類幼虫の防除としてダイアジノン粒剤５を
400g～600g／ａ忘れずに散布しておきましょう。元肥のスーパーIBS222や野菜美人も植溝に施しておきましょう。

定植
●定植前日にトリフミン水和剤（萎凋病予防）200 倍液１リットルを苗箱に散布しておき、「ひっぱりくん」で定植し

ましょう。定植活着後、ゴーゴーサン乳剤を散布し初期雑草を抑えるようにしましょう。

排水対策
●ねぎは特に停滞水に弱いため、排水不良の圃場では、必ず排水溝を掘り、排水対策を徹底して下さい。

白ねぎの管理について（計画的な予防と栽培管理の徹底）
白ねぎの定植も最盛期を迎えましたが、今後、定植される方は準備を早めに行いましょう。

①圃場の周辺に植え溝より深く、排水溝を掘る。
（額縁排水）
②畦を切り排水溝にたまった水が外に逃げるよ

うにする。
③列が長く水が抜けない場合は、途中に排水溝

を掘る。

※露地果菜類（ナス、ピーマン等）定植の準備をお早めにお願いします。
　土づくりは苗定植の１ヶ月前までに、元肥施用は苗定植の２週間前までに済ませ、土壌に水分がある（土を握っ
てバラバラに崩れない）状態でマルチ掛けをして下さい。早いマルチ掛けは地温を高め、苗の活着、初期の生育を
促進します。また、定植後の風害（茎折れ等が発生し収穫時期が遅れます）から苗を守るため、肥料袋等での「あ
んどん」の設置をおすすめします。

※「あんどん」設置することで、風害から苗が守られ、初期生育が促進されます。比較的単価が高い６～７月の出荷量が
増える効果が確認されております。

ナス：風害による茎折れ 「あんどん」設置状況

□設置期間が長くなると苗が徒長ぎみになるため、設置期間は定植後約 30 日間までとする。
□被服をしているため、苗の状況が見えにくいため、ネキリムシ被害の注意と対策が必要。
　対策：定植時：ダイアジノン粒剤５ 400 ～ 600g ／ a 作条土壌混和

あんどん設置の注意点
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◇
島
根
の
い
い
も
の
再
発
見
! !
私
は
い
ち
ご
が
大
、
大
、
大
好
き
で
す
。
食
べ
る
の
は

あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
、
い
ち
ご
農
家
の
方
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
の
で
す
ね
。
今

度
か
ら
い
た
だ
く
時
は
感
謝
し
な
が
ら
食
し
ま
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

	

桜
江
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

90
代

●
い
ち
ご
は
果
肉
が
柔
ら
か
く
て
、
ほ
う
ば
る
と
い
ち
ご
の
香
り
と
果
汁
が
口
い
っ
ぱ

い
に
広
が
っ
て
本
当
に
お
い
し
い
で
す
ね
！
「
真
っ
赤
な
い
ち
ご
」
見
る
だ
け
で
も
元

気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

◇
桜
の
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
り
、辺
り
の
田
畑
で
機
械
の
音
が
山
々
に
こ
だ
ま
す
る
。

日
々
忙
し
く
な
り
腰
痛
と
戦
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
…
！

　

私
宅
の
田
ん
ぼ
作
っ
て
よ
～
！
と
言
い
た
い
が
…
、
む
し
ろ
近
所
の
田
を
ま
か
さ
れ

て
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
て
ま
す
。
皆
様
方
の
所
は
い
か
が
で
す
か
？

	

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

？
代

●
忙
し
い
季
節
の
始
ま
り
で
す
ね
ぇ
。
隣
近
所
で
農
機
具
の
音
が
す
る
と
「
我
家
も
や

ら
な
く
っ
ち
ゃ
！
」
と
焦
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
な
か
な
か
の
重
労
働
。
頑
張
り
過
ぎ
ず

腰
を
い
た
わ
り
な
が
ら
作
業
し
て
下
さ
い
。

◇
今
は
ま
さ
に
「
桜
咲
く
」
の
時
、
も
う
す
ぐ
山
々
の
色
が
ピ
ン
ク
色
に
、
小
鳥
さ
ん

達
の
さ
え
ず
り
も
に
ぎ
や
か
に
楽
し
い
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
…
嬉
し
い
事
で
す
。

邑
智
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
江
の
川
沿
い
の
山
々
に
は
山
桜
が
た
く
さ
ん
咲
き
ま
す
ね
。
春
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
最

高
で
す
。
時
々
、車
か
ら
降
り
て
は
川
沿
い
を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
す
る
の
も〝
ま
っ
た
り
〟

と
し
て
良
い
で
す
よ
ね
。

◇
ズ
ッ
キ
ー
ニ
昨
年
作
り
ま
し
た
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
…
ま
た
大
量
に
と
れ
て
最
後

は
飽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
小
さ
い
う
ち
に
早
め
に
と
り
た
い
で
す
。
又
、
料

理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
ふ
や
し
た
い
。

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｆ
さ
ん　

60
代

●
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
キ
ュ
ウ
リ
に
似
て
い
ま
す
が
、
カ
ボ
チ
ャ
の
仲
間
な
ん
で
す
ね
。
生

食
か
な
と
思
っ
た
ら
、
過
熱
料
理
に
使
う
ん
で
す
ね
。
癖
が
な
く
色
々
な
物
と
組
み
合

わ
せ
が
出
来
そ
う
な
の
で
、
和
風
、
洋
風
、
工
夫
次
第
で
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
が
る
の

で
は
？
今
年
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
下
さ
い
ね
。 今

月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

各
支
部
で
総
会
開
催
！

　

島
根
お
お
ち
女
性
部

の
総
会
が
各
支
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

28
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支
決
算
の
報
告
、
29
年
度

の
活
動
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
29
年
度
の
活
動
で

は
、
食
と
農
・
地
産
地
消
運
動
の
促
進
、
く
ら
し
の
助

け
あ
い
活
動
の
促
進
、
農
産
物
の
消
費
拡
大
運
動
な
ど

が
計
画
さ
れ
、
各
支
部
に
お
い
て
、
管
内
の
園
児
と
行

な
う
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
や
地
元
で
で
き
た
野
菜
で
園

児
た
ち
と
つ
く
る
「
愛
菜
カ
レ
ー
の
日
」、「
ケ
イ
ト
ウ
栽

培
」
な
ど
28
年
度
の
事
業
の
継
続
を
柱
と
し
た
活
動
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

石
見
支
部
は
、
年
金
の
研
修
、
邑
智
支
部
は
、
総
合
指

導
課
の
横
宮
職
員
に
よ
る

営
農
指
導
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
ガ
ス

の
安
全
講
習
会
、
桜
江
支

部
は
、「
家
の
光
」
の
活
用

術
に
つ
い
て
な
ど
、
支
部

ご
と
に
考
え
た
研
修
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
へ
向
け
て
更
に

結
束
力
を
高
め
、
ど
の
支

部
も
盛
会
の
う
ち
に
総
会

を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

28
2月

1
4月
〜
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5月の行事紹介

18日（木）・19日（金）・20日（土）
5月の外勤日

5月17日

5月10日
水

水

ゆとり倶楽部開講
内　容：筋力アップ教室
場　所：田所公民館

年金受給者 日帰り旅行
場　所：錦帯橋・吉香公園
　　　　柳井菓子乃季工場

5月20日土 女子大つくしんぼ入学式
内　容：入学式・ヨガ教室
場　所：地区本部２階会議室

5月28日日 休日ローン・年金相談会
場　所：石見・桜江

平成29年4月より

❶ご加入の保障金額に
　かかわらず損害の額
　を保障します！

※特約での保障となります。
　また地震による損害を除きます。
※所定の条件があります。

【17320320075】

❷リーズナブルな共済
　掛金で充実した保障
　内容を設定できます。

❸カーポート・塀など
　を自動保障 !

くわしくは、各支店窓口までご相談ください。
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